
都道府県名 岡山県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 倉敷市立連島中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ６ ５ ６ １ １８
４５

生徒数 １７６ １８０ ２０５ １ ５６２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「自ら学び，考え，解決しようとする力をもった生徒の育成」

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年・全教科
年 年習熟度別授業 年 年 授業 年少人数習熟度授業 年 授業 年少人数 習熟数学(1 ･3 ，2 ･3 TT )，理科(1 ･2 TT )，英語(1 ･

，3 TT )を中心にした全教科授業の充実，選択教科での基礎的・発展的 授度別授業 年 授業
業や教育課程外での補充学習を行うことによりテーマに迫ることができる と考
えるため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ
成 基礎・基本の徹底，個に応じた指導の充実，選択幅の拡大，評価
15
年 ○ 研究の見通し
度 指導方法や指導体制の研究を進め，各教科の授業を改善・工夫するこ

とにより，基礎・基本の徹底，個に応じた指導の充実が図れる。

○研究の内容・方法
① TT授業や少人数習熟度別授業など，個に応じたきめ細やかな指導方法
・指導体制の工夫する。
② 各教科の教材研究を深め，基礎・基本の徹底やきめ細やかな指導のた
め教材開発をする。

③ 各教科の年間指導計画や評価規準の見直しをする。
④ 「確かな学力」の定着を図るための「二期制」の在り方を研究する。

平 ○ テーマ
成 基礎・基本の徹底，個に応じた指導の充実，選択幅の拡大，指導に生

かす評価・評定16
年
度 ○ 研究の見通し

指導方法や指導体制，各教科の授業の工夫をすることにより，個に応
じた指導の充実が図れ，基礎・基本の定着ができる。

○研究内容・方法
① TT授業や少人数習熟度別授業など，個に応じたきめ細やかな指導方法
・指導体制の工夫する。
② 各教科の教材研究を深め，基礎・基本の徹底やきめ細やかな指導のた
め教材開発をする。

③ 各教科の年間指導計画や評価規準の見直しをする。
④ 「確かな学力」の定着を図るための「二期制」の試行・研究をする。



( ) 研究推進体制3

教育課程部会

( , , )二期制 通知表 年間指導計画等
研 究 教科

校長 教頭 推 進 全体会 授業研究部会 道徳
委員会 総合

特別活動( ,TT , , ,少人数指導 指導 習熟度別指導 選択教科 教
)材開発等

学習環境部会

( , , , ･ )評価・評定 基礎学力調査 学習状態調査 啓発 広報等

①教育課程部会
○生徒の学力向上を指導・支援する教育課程編成の研究(二期制を踏まえて)
＊二期制への移行による授業時数の確保
＊全教科年間指導計画の見直し
＊学校行事の見直し

②授業研究部会
○個に応じた指導のための指導方法や体制の工夫改善
○選択教科の指導の工夫改善による基礎・基本の徹底及び発展的な学習指導の
研究
＊少人数・ＴＴ授業や習熟度別授業の実施
＊選択教科の工夫改善
＊全教員の公開授業実施
＊教材の開発

③学習環境部会
○生徒の指導に生かせる評価・評定の研究
＊評価・評定の工夫改善
＊基礎学力調査

④全体会(校内研修会)
○全体協議

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

教師は，指導方法や指導体制の工夫・改善の研究を通して，より深い教材研究
や準備ができ，学習の質が上がり，一人一人への支援が充実した。
教科において，数学では，一単元終了後，少人数習熟度別学習をに行った。自

己評価表の感想では 「自分に合った内容がよかった 「人数が少ないので質問が， 」
よくできた 「よくわかるようになった」など，おおむね好評であった。」
理科での少人数授業では 「実験がよくできてよい」などの感想があり，前向，

きな取組が感じられた。また，教師も一人一人にかかわる時間が増え，余裕を持
って指導ができた。
英語では，一人一人の能力に合わせた指導ができた。生徒は質問しやすいと感

じている。
選択教科では，可能な限り講座数の拡大を図った。生徒の能力にあった選択を

するためのオリエンテーションや個人面談が大切である。
教育課程外では，放課後の補充学習を行った。多くの生徒が意欲的に参加でき

た。
初年度のため，学力についての具体的データ比較はできていない。来年度は可

能な限り数値的な検証に取り組んでみたい。



２．今後の課題

今年度の研究を継続させ，平成１６年度は次のような点を中心に研究を進めて
いきたい。
基礎・基本の定着や個に応じたきめ細やかな指導を効果的に行うための指導方

法・指導体制の工夫・改善のために，
①全教科授業研究，特にTT授業，少人数習熟度別授業などの授業研究を通し
て有効な指導方法

②各教科の評価を指導に生かし，指導と評価の一体化を図るための方法
③選択教科の充実
④外部講師の活用
⑤教育課程外の有効な取組
⑥二期制を生かした教育課程
⑦「学力向上」のための生活指導
⑧学校と家庭との連携

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

①国語・社会・数学・理科・英語の基礎学力テスト
②平成13年度教育課程実施状況調査問題利用での学力調査
③倉敷市実施の学習状況調査
④各担任との教育相談

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○「授業公開」研修会
・ 平成16年2月5日(木) 13：35～16：00日時
・ 倉敷市立連島中学校各教室場所
・ 「自ら学び，考え，解決しようとする力をもった生徒の育成」テーマ

， ， ，～基礎・基本の徹底 個に応じた指導の充実 選択幅の拡大
評価等～

・ 連島中学校区小学校教員対象
倉敷市立中学校教員
倉敷市内学力向上フロンティアスクール
倉敷教育事務所管内学力向上フロンティアスクール

・内容
【授業公開】
【全体研修会】

本年度の研究のまとめ」
発表１ 「 少人数指導の手引き』作成に関わって」『
発表２ 「数学科少人数・習熟度別授業の実践」

【校内研修会】
授業の反省
授業の質疑
指導講評



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校レ

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上レ

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導レ レ
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科レ レ
外国語 音楽 美術 技術・家庭レ
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無レ
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